
八峰町コミュニティ・スクールは『将来の八峰町を支える人材の育成』と『持続可能な地域づくりの推進』を目指します
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※コミスク:コミュニティ・スクールの略。ブログ「あきた白神からのCSレター2」https://blog.goo.ne.jp/gakkou772816b

第1回学校運営協議会を開催しました

５月２１日、令和元年度の第１回「八峰町小・中学校学校運営協議会」を開催し
ました。
協議会では、平成30年度の事業報告の後に「令和元年度の事業計画」、「各学校

の学校経営及び教育課程編成の基本方針」等について協議され、承認されました。
委員から出された意見や助言は、今後の活動に活かされていくことになります。

【事業計画】
①学校運営協議会：年3回（5月承認、10月状況報告、2月評価）
②熟議・フォーラム：年各1回（8月、1月）
③委員研修：各学校の授業参観を実施
④コミスク通信の発行、カレンダー全戸配布、HPやブログ発信、

保護者アンケートの実施、子ども行事へ地域参加の呼びかけ
⑤高校生とのつながりを持つ企画の検討 (新規）

【各学校の教育目標】

★八森小学校『よさを伸ばし、つながり、拓く子どもの育成』

★峰浜小学校『知・徳・体の調和のとれたふるさとに生きる子どもの育成』

★八峰中学校『たくましい心と体で地域とともにある生徒の育成 』

【協議会での一部意見の紹介】
○「優秀な子どもたちを育てても、町外に出て行ってしまえば町がすたれていくのでは」との意

見があったが、たとえ町外に出ても、町を誇りに思い、町の良さを伝えられ、何らかの形で町

に貢献できる生徒を育てたい。

○保護者にも必要なことだが、生徒たちに町を愛する心を育ててほしい。

○認知症サポーター授業など、「心を耕す活動」の継続は必要である。

○八森小学校創立10周年行事「八森っこ元気みこし」で地域に元気を届けたい。

○小学校の課題である体力向上に、子ども園でも協力したい。

○俳句などを通じた「言語教育（センス）」は、子どもたちが町を紹介する

ために大切なセンスだと思う。
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学校運営協議会の委員紹介
当協議会は、町内各団体、各校ＰＴＡ、学校・子ども園、教育委員会

の代表等及び有識者で構成されています。各団体の代表や、学校長、Ｐ

ＴＡ会長に変更があったため、７名の方が新たに委員に委嘱されました。

（敬称略。☆が新規の委員）

会 長 工藤哲弥（老人クラブ連合会）

副会長 大高忠生（水沢郷中）、小沢悟（芸文協）

委 員 斎藤誠宏（社会福祉協議会）、田村利満（民生委員）、岡田正子☆（婦人会）、

板谷大樹（観光協会）、辻 正英（八峰白神ジオパーク）、高杉昌弘☆（JA秋田やまもと）

亀田優希（県漁協）、名畑吉男（元学校評価委員）、齊藤一義（元学校評価委員）

菊地天☆（八中校長）、金平貴美仁☆（八中PTA）、多賀谷雅人（八小校長）、

山本太志☆（八小PTA）、斎藤猛満☆（峰小校長）、千葉 一☆（峰小PTA）、

大坂江利子（八森子ども園）、山本節雄（学校教育課）


